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QoS TCAMカービングについて
ハードウェアのアクセスコントロールリスト（ACL）Ternary Content Addressable Memory
（TCAM）リージョンのサイズを変更できます。

Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 3164Q、31128PQ、
3232C、および 3264Qスイッチでは、出力 TCAMサイズは 1Kで、4つの 256エントリに分割
されます。Cisco Nexus NFE2対応デバイス（Cisco Nexus 3232Cおよび 3264Qスイッチなど）
では、入力 TCAMサイズは 6Kで、12個の 512スライスに分割されます。3つのスライスが 1
つのグループに含まれます。他の Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチと
Cisco Nexus 3164Qおよび 31128PQスイッチでは、入力 TCAMサイズは 4Kで、8つの 256ス
ライスと 4つの 512スライスに分割されます。スライスは割り当ての単位です。1つのスライ
スを割り当てることができるのは 1つのリージョンだけです。たとえば、サイズが 512のスラ
イスを使用して、サイズがそれぞれ 256の 2つの機能を設定することはできません。同様に、
256サイズのスライスを使用して、サイズがそれぞれ 128の 2つの機能を設定することはでき
ません。IPv4 TCAMリージョンはシングル幅です。IPv6、QoS、MAC、CoPP、およびシステ
ム TCAMリージョンはダブル幅で、物理 TCAMエントリを 2倍消費します。たとえば、サイ
ズ 256の論理リージョンエントリが実際に消費する物理 TCAMエントリは 512です。

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、出力 TCAMサイズは 2K、入力 TCAMサイズは 4K
です。TCAMスライスおよびシングル幅とダブル幅の領域の概念は、これらのスイッチには適
用されません。たとえば、ing-ifaclリージョンは、IPv4、IPv6、またはMACタイプのエントリ
をホストできます。IPv4およびMACタイプは 1つの TCAMエントリを占有し、IPv6タイプ
は 2つの TCAMエントリを占有します。

QoS TCAMカービングのデフォルトエントリの数は次のとおりです。

• Cisco Nexus 9504、Cisco Nexus 9508、および Cisco Nexus 9516のデフォルト QoS TCAM
カービングは、256エントリのレイヤ 3 QoS（IPV4）に対するカービングです。これらの
スイッチでは、QoS TCAMエントリはすべてダブル幅です。
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• ALE（アプリケーションリーフエンジン）対応デバイスのデフォルトの QoS TCAMカー
ビングは、256エントリのレイヤ 2ポート QoS（IPV4）用です。これらのスイッチでは、
QoS TCAMエントリはすべてダブル幅です。

上記の TCAMに加えて、ALE対応デバイスでは、Cisco Nexus C9396PX（アップリンクポー
ト）および Cisco Nexus C93128TX（アップリンクポート）ASICの個別の TCAMが 40Gアッ
プリンクポートに適用されます。デフォルトでは、この個別の TCAMは、それぞれ 256エン
トリを持つレイヤ 3 QoS（IPV4）、レイヤ 2ポートQoS（IPV4）、およびVLAN QoS（IPV4）
に対してカービングされます。

（注）

表 1 : QoS TCAMリージョン（CIsco NX-OS Release 7.1(3)I6(1)）

リージョン名目的機能

IPV4：e-qos

Cisco Nexus 922シリーズス
イッチ：egr-l2-qos、
egr-l3-vlan-qos

IPV6：e-ipv6-qos

MAC：e-mac-qos

次の表の注を参照してくださ

い。

出力のインターフェイスに適

用される QoSポリシー

direction

出力 QoS

表 2 : QoS TCAMリージョン（Cisco NX-OS Release 7.0(3)I1(1)）

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos*, ns-l3qos*

IPV6: ipv6-l3qos*, ns-ipv6-l3qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ 3インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

レイヤ 3 QoS

IPV4: qos*, ns-qos*

IPV6: ipv6-qos*, ns-ipv6-qos*

MAC: mac-qos*, ns-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ 2インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

ポート QoS
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リージョン名目的機能

IPV4: vqos, ns-vqos

IPV6: ipv6-vqos*, ns-ipv6-vqos*

MAC: mac-vqos*, ns-mac-vqos*

次の表の注を参照してくださ

い。

VLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4: fex-qos*

IPv6: fex-ipv6-qos*

MAC: fex-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

FEXインターフェイスに適用
される QoSポリシー。

FEX QoS

表 3 : QoS TCAMリージョン（Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I1(2)以降）

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos*, ns-l3qos*, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l3-vlan-qos

IPV6: ipv6-l3qos*,
ns-ipv6-l3qos*, rp-ipv6-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ 3インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

レイヤ 3 QoS

IPV4: qos*, ns-qos*, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l2-qos

IPV6: ipv6-qos*, ns-ipv6-qos*,
rp-ipv6-qos**

MAC: mac-qos*, ns-mac-qos*,
rp-mac-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ 2インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

ポート QoS
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リージョン名目的機能

IPV4: vqos, ns-vqos, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l3-vlan-qos

IPV6: ipv6-vqos*, ns-ipv6-vqos*,
rp-ipv6-qos**

MAC: mac-vqos*, ns-mac-vqos*,
rp-mac-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

VLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4: fex-qos*

IPv6: fex-ipv6-qos*

MAC: fex-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

FEXインターフェイスに適用
される QoSポリシー。

FEX QoS

*リージョンは ALE対応デバイスにのみ適用され、40Gアップリンクポートに適用される分
類ポリシーに必要です。

（注）

**リージョンは、100G対応デバイス（N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載した Cisco Nexus 9300プ
ラットフォームスイッチ、または Cisco Nexus 9408PC-CFP2ラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9500プラットフォームスイッチなど）にのみ適用可能であり、100Gアップリンクポー
トに適用される分類ポリシーおよび QoSスケジューリングに必要です。

（注）

リージョン設定を有効にするには、設定を保存し、システムをリロードする必要があります。

QoS TCAM Liteリージョンについて
IPV4では、適合/違反ポリサー統計情報をサポートするために、QoS TCAMリージョンをダブ
ル幅TCAMにする必要があります。適合/違反の統計情報が不要な場合は、QoS TCAM liteリー
ジョンを使用して、QoS TCAMエントリのサイズをシングル幅 TCAMに減らすことができま
す。ポリシングはこれらのリージョンでサポートされますが、違反パケット/バイトの統計情
報のみがサポートされます。
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表 4 : QoS TCAMリージョン（リリース 7.1(3)I6(1)）

リージョン名目的機能

IPV4：e-qos-lite

次の表の注を参照してくださ

い。

出力のインターフェイスに適

用される QoSポリシー

direction

出力 QoS

表 5 : QoS TCAM Liteリージョン

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos-liteレイヤ 3インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

レイヤ 3 QoS

IPV4：qos-liteレイヤ 2インターフェイスに
適用されている QoSポリ
シー。

ポート QoS

IPV4：vqos-liteVLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4：fex-qos-liteFEXインターフェイスに適用
される QoSポリシー。

FEX QoS

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチは、QoS TCAM liteリージョンをサポートしていません。（注）

リージョンは ALE対応デバイスにのみ適用され、40Gアップリンクポートに適用される分類
ポリシーに必要です。

（注）

リージョン設定を有効にするには、設定を保存し、システムをリロードする必要があります。

QOS TCAMの通常バージョンまたは Liteバージョンのいずれかをイネーブルにできます。同
時に両方を有効にすることはできません。たとえば、IPv4ポート QoSまたは IPv4ポート QoS
Liteバージョンは、いつでも有効にできます。

（注）

QoS TCAMカービングのガイドラインおよび制限事項
TCAMリージョンサイズには、設定に関する次のガイドラインと制約事項があります。
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•サービスポリシーが添付されている場合、リリース 7.0(3)I7(5)からリリース 9.3(x)または
リリース 10.1(x)にアップグレードする前に、出力QoS TCAMを設定します。出力QoSの
イネーブル化の詳細については、出力 QoS（IPv4）の有効化（14ページ）の項を参照し
てください。

• hardware access-list tcam label ing-qos optimizeは、ACLとサービスポリシーに個別のラ
ベルスペースを与えるために使用されます。ing-ifacl ing-qos QoSポリシーには 3つのラ
ベルを使用できます。VxLANなどの一部の機能は、デフォルトでNVEインターフェイス
に QoSポリシーを追加します。これにより、使用可能なラベルが減少します。
ing-ifacl-ipv4/ipv6-liteコマンドは IPv4/IPv6 ACEをそれぞれ PT TCAMに移動し、次のス
イッチでのみサポートされます。

• Cisco Nexus 9336C-FX2

• Cisco Nexus 93240YC-FX2

• Cisco Nexus 93240YC-FX2Z

• QoSポリシーが VLAN内で設定されている場合は、TCAMを vQOSリージョンに分割す
る必要があります。これにより、次の例のsyslogメッセージに示されているトラフィック
障害が回避されます。

switch(config-vlan-config)# vlan configuration 3
switch(config-vlan-config)# service-policy type qos input INPUT_PREC
switch(config-vlan-config)# 2019 Jan 2 17:56:49 switch %$ VDC-1 %$
%ACLQOS-SLOT2-2-ACLQOS_FAILED: ACLQOS failure: VLAN QOS policy not
supported without TCAM carving for VQOS, traffic will fail please carve
TCAM for VQOS and IPV6-VQOS reload the module configure vlan qos policy
after module is up

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal

• TCAMカービング後には、設定を保存してスイッチをリロードする必要があります。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチと Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームス
イッチは同じタイプであるため、同じ TCAMリージョンを持ちます。

•デフォルトでは、すべての IPv6 TCAMはディセーブルです（TCAMサイズは 0に設定さ
れます）。

•設定された TCAMリージョンサイズを表示するには、 show hardware access-list tcam
region コマンドを使用します。

•グローバル CLI hardware qos classify ns-only コマンドは、qosおよび l3-qosリージョンな
ど、T2 QoSリージョンを分割せずに NSポートで QoSポリシーを設定可能となるように
するために導入されました。このコマンドは、Application Leaf Engine（ALE）ポートの
QoS分類に関連付けられている TCAM制限を削除します。このコマンドは、ALEを備え
た Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでのみサポートされます。

たとえば、IPv4トラフィックのレイヤ2 ALEポートの場合、QoS分類を機能させるには、
qosおよび ns-qos TCAMカービングが必要です。hardware qos classify ns-only CLIコマン
ドでは、ns-QoS TCAMだけで十分です。
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hardware qos classify ns-only CLIコマンドの適用については、次の例を参照してくださ
い。

switch(config)# hardware qos classify ns-only
Warning: This knob removes the restriction of carving qos as well as ns-qos TCAM
region for NS port QoS classification policies.
Warning: Only NS TCAM will be used, as a result policy-map statistics, marking and
policing is not supported on NS ports

hardware qos classify ns-only CLIコマンドの削除については、次の例を参照してくださ
い。

switch(config)# no hardware qos classify ns-only
Warning: Special knob removed. Please remove and apply QoS policies on NS ports to
get default behavior

ポリシング、ポリシーマップ統計情報、およびマーキングは、

hardware qos classify ns-only CLIコマンドが使用されている場合、
NSポートではサポートされません。 show policy-map interface
ethernet x/y はQoS統計情報を返しません。NS TCAMには、ネッ
トワーク転送エンジン（NFE）TCAMリソースの一部（範囲な
ど）がありません。したがって、ポリシーにはさらに多くのTCAM
エントリが必要になる場合があります。

（注）

•デフォルトでは、CoPPの TCAMリージョンは、Nexus 9300/Nexus 9500プラットフォーム
スイッチで 95％ 使用されます。CoPPポリシーを変更する場合は、他の TCAMリージョ
ンサイズを変更して、CoPP TCAMリージョンにより多くのスペースを適用できるように
する必要があります。

•次の分類基準のいずれかを IPv4および IPv6に使用する場合は、IPv4ベースのQoS TCAM
リージョンをカービングする必要があります。IPv6ベースのQoS TCAMリージョンをカー
ビングする必要はありません。

• DiffServコードポイント（DSCP）ベースの分類

•サービスクラス（CoS）ベースの分類

• IP precedenceベースの分類

• QoSポリシーが複数のインターフェイスまたは複数の VLANに適用されている場合、統
計情報オプションが有効になっているため、ラベルは共有されません。

複数のインターフェイスまたは複数の VLANに適用される同じ QoSポリシー用のラベル
を共有するには、 service-policy type qos input my-policy no-stats コマンドを使用して no-stats
オプションを持つ QoSポリシーを設定する必要があります。

• Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチでは、Cisco Nexus 9536PQ、9564PX、および
9564TXラインカードを使用して、40Gポートに適用されるQoS分類ポリシーが適用され
ます。ここでは、256エントリの粒度でのカービングに使用できる 768のTCAMエントリ
が利用可能です。これらのリージョン名にはプレフィックス「ns-」が付けられます。

QoS TCAMカービングの設定
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• Cisco Nexus 9536PQ、9564PX、および 9564TXラインカード向けに、IPv6 TCAMリージョ
ンのみ、ダブル幅のエントリを消費します。他の TCAMリージョンは、シングル幅のエ
ントリを消費します。

• VACLリージョンを設定する場合は、入力および出力方向の両方で同じサイズが設定され
ます。リージョンサイズがいずれかの方向に対応できない設定は拒否されます。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチでは、ing-sup領域の最小サイズは 512エント
リで、egr-sup領域の最小サイズは256エントリです。これらのリージョンを小さい値に設
定することはできません。任意のリージョンサイズは、256エントリの倍数の値で切り分
けることができます（ただし、spanリージョンは512エントリの倍数でのみ刻み込むこと
ができます）。

• VLAN QoSは、-Rシリーズラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチでのみサ
ポートされます。

• QoSにはデフォルトの TCAMサイズがあり、リロード中のラインカードの障害を回避す
るために、特定のラインカードでこれらの TCAMサイズをゼロ以外にする必要がありま
す。

以下のラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508スイッチが影響
を受けます。

• Cisco Nexus 96136YC-R

• Cisco Nexus 9636C-RX

• Cisco Nexus 9636Q-R

• Cisco Nexus 9636C-R

QoS TCAMカービングの設定
ネットワーク要件に対応するために、デフォルト QoS TCAMカービングを変更できます。以
降の項ではデフォルト QoS TCAMカービングの変更方法の例を示します。

この手順は、すべての Cisco Nexus 9200、9300、および 9500シリーズスイッチと Cisco Nexus
向けに使用できます。

この例は、TCAMリージョンサイズを設定するために TCAMテンプレートを使用する必要が
あるNFE2対応デバイス（X9432C-S 100GラインカードやC9508-FM-Sファブリックモジュー
ルなど）には適用されません。TCAMテンプレートの使用方法の詳細については、「テンプ
レートを使用した TCAMリージョンサイズの設定」を参照してください。

TCAMテンプレートを適用すると、hardware access-list tcam regionコマンドは機能しません。
コマンドを使用するには、テンプレートをコミット解除する必要があります。

（注）

QoS TCAMカービングの設定
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レイヤ 3 QoS（IPv6）の有効化
デフォルトの TCAMリージョン設定は、レイヤ 3 QoS（IPv6）に対応していません。レイヤ 3
QoS（IPv6）をイネーブルにするには、他のリージョンのTCAMサイズを減らしてから、新し
いレイヤ 3 QoS（IPv6）リージョンのTCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要がありま
す。

表 6 : Cisco Nexus 9504、Cisco Nexus 9508、およびCisco Nexus 9516デバイスのデフォルト TCAMリージョン設定（入力）

Total Size幅[サイズ（Size）]リージョン名

153611536IPV4 RACL

5122256L3 QoS（IPV4）

5122256COPP

5122256システム

2561256リダイレクト

2561256SPAN

5121512VPC Convergence

4 K

表 7 :デフォルト TCAMリージョン設定（入力）：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用レイヤ 2～レイヤ 3設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

010入力 NAT

2561256入力ポート ACL

2561256入力 VACL

153611536入力 RACL

2561256入力レイヤ 2 QoS

2561256入力レイヤ 3 VLAN
QoS

5121512入力スーパーバイザ

2561256入力レイヤ 2 ACL
SPAN

2561256入力レイヤ 3 ACL
SPAN

5121512ポートベースの SPAN

4096

QoS TCAMカービングの設定
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表 8 :デフォルト TCAMリージョン設定（入力）：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用レイヤ 3設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

010入力 NAT

010入力ポート ACL

010入力 VACL

179211792入力 RACL

2561256入力レイヤ 2 QoS

5121512入力レイヤ 3 VLAN
QoS

5121512入力スーパーバイザ

2561256入力レイヤ 2 ACL
SPAN

2561256入力レイヤ 3 ACL
SPAN

5121512ポートベースの SPAN

4096

手順

目的コマンドまたはアクション

レイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリージョンのカービン
グを有効にするには、別のリージョンを指定してリ

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 1

ソースを解放します。また、リージョンの縮小

TCAMサイズを指定します。

新しいレイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリー
ジョンを分割するために十分なリソース

を解放するために、必要な数のリージョ

ンに対してこの手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅のエントリ数）を含む新し
いレイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリージョンを分割し
ます。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 2

例

この例では、入力レイヤ3 QoS（IPv6）TCAMリージョンサイズを256に設定します。
サイズが 256のレイヤ 3 QoS（IPv6）は、IPv6がダブル幅であるため、512エントリを
使用します。
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•スパンを減らし、リージョンを 0にリダイレクトします。これにより、256エン
トリ（ダブル幅）のレイヤ3 QoS（IPv6）のカービングに使用される512エントリ
のスペースが作成されます。

switch(config)# hardware access-list tcam region redirect 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
Warning: BFD, DHCPv4 and DHCPv6 features will NOT be supported after this configuration
change.
switch(config)# hardware access-list tcam region span 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-l3qos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect

表 9 : IPv4 RACL（入力）を減らした後の更新された TCAMリージョン設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

153611536IPv4 RACL

5122256Layer 3 QoS (IPv6)

5122256Layer 3 QoS (IPv4)

5122256CoPP

5122256システム

010リダイレクト

010SPAN

5121512VPC Convergence

4 K

VLAN QoS（IPv4）の有効化
VLAN QoS（IPv4）をイネーブルにするには、他のリージョンのTCAMサイズを減らし、新し
い VLAN QoS（IPv4）リージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要がありま
す。

次の表に、TCAMリージョンを ALE対応デバイスのデフォルトサイズを示します。

表 10 :デフォルト TCAMリージョン設定（入力）

Total Size幅[サイズ（Size）]リージョン名

5121512PACL (IPV4)

5122256Port QoS (IPV4)

5121512VACL (IPV4)

QoS TCAMカービングの設定
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Total Size幅[サイズ（Size）]リージョン名

5121512RACL(IPV4)

5122256システム

5122256COPP

5121512リダイレクト

2561256SPAN

2561256VPC Converg

4 K

手順

目的コマンドまたはアクション

VLAN QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービング
を有効にするには、別のリージョンを指定してリ

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 1

ソースを解放します。また、リージョンの縮小

TCAMサイズを指定します。

新しい VLAN QoS（IPv4）TCAMリー
ジョンを分割するのに十分なリソースを

解放するために、必要な数のリージョン

に対してこの手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅エントリの数）を含む新し
いVLAN QoS（IPv4）TCAMリージョンを分割しま
す。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 2

例

この例では、VLAN QoS（IPv4）TCAMサイズを 256に設定します。サイズが 256の
VLAN QoS（IPv4）は、QoS TCAMがダブル幅であるため、512エントリを使用しま
す。

•入力ポート QoS（IPv4）を 256バイト減らし（QoS機能はダブル幅、2 x 256 =
512）、256の入力 VLAN QoS（IPv4）を追加します（2 x 256）。

switch(config)# hardware access-list tcam region qos 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region vqos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect

QoS TCAMカービングの設定
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表 11 : IPv4ポート QoS入力を減らした後の更新された TCAMリージョン設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

5121512PACL (IPV4)

020Port QoS (IPV4)

5122256VLAN QoS(IPV4)

5121512VACL (IPV4)

5121512RACL(IPV4)

5122256システム

5122256COPP

5121512リダイレクト

2561256SPAN

2561256VPC Converg

4 K

VLAN QoSのイネーブル化に関する注意事項
VLAN QoS機能は、ポートではなく VLANをキーとして使用して、QoSのレイヤ 2ブリッジ
データベースルックアップを有効にします。

VLAN QoSをイネーブルにするには、他のリージョンのTCAMサイズを減らしてから、VLAN
QoSリージョンの TCAMサイズを増やします。

設定する VLAN QoS TCAMリージョンのサイズを設定します:

• IPv4 vqosを 640エントリに設定します。

• IPv6 ipv6-vqosを 256エントリに設定します。

• IPv4 QoSを 0エントリに減らします。

• IPv6 ipv6-qosを 0エントリに減らします。

switch(config)# hardware access-list tcam region vqos 640
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-vqos 256
switch(config)# hardware access-list tcam region qos 0
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-qos 0

VLAN QOSの TCAMサイズを設定したら、ラインカードをリロードする必要があります。（注）

QoS TCAMカービングの設定
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FEX QoS（IPv4）の有効化

FEX QoS機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていませ
ん。

（注）

FEX QoS（IPv4）をイネーブルにするには、他のリージョンのTCAMサイズを減らし、新しい
FEX QoS（IPv4）リージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

FEX QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービングを
有効にするには、別のリージョンを指定してリソー

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 1

スを解放します。また、リージョンの縮小TCAMサ
イズを指定します。

新しいFEX QoS（IPv4）TCAMリージョ
ンを分割するために十分なリソースを解

放するために、必要な数のリージョンに

対してこの手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅のエントリ数）を含む新し
い FEX QoS（IPv4）TCAMリージョンを分割しま
す。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeステップ 2

例

この例では、FEX QoS（IPv4）TCAMサイズを256に設定します。サイズが256のFEX
QoS（IPv4）は、QoS TCAMがダブル幅であるため、512エントリを使用します。

• IPv4 FEX IFACLリージョンを 512エントリ減らし、512エントリの FEX QoS
（IPv4）リージョンを追加します。

switch(config)# hardware access-list tcam region fex-ifacl 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region fex-qos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect

出力 QoS（IPv4）の有効化
(IPv4)TCAMをイネーブルにするには、もう一方のリージョンの TCAMサイズを減らし、
newQoS（IPv4）TCAMリージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにします。

QoS TCAMカービングの設定
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出力 QoS機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（Cisco NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされて
いません。

（注）

出力マーキングおよびポリシングは、すべての Network Forwarding Engine（NFE）プラット
フォームでサポートされます。出力パケットスケジューリングの出力分類は、100Gプラット
フォームでのみサポートされます。

（注）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降では、Cisco Nexus 93108TC-EX、93180LC-EX、および
93180YC-EXスイッチ、および 97160YC-EX、9732C-EX、9736C-EXラインカードがレイヤ 2
およびレイヤ 3出力ポリサーがサポートしています。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I1(2)以降では、送信側 QoS（IPv4）をイネーブルにして、e-racl
リージョンの TCAMサイズを減らしてから、送信側 QoS（IPv4）リージョンの TCAMサイズ
を増やす必要があります。

次に、出力 QoS（IPv4）および TCAMリージョンに関する考慮事項を示します。

•出力 QoS TCAMは、パケットタイプに基づいています。e-qos TCAMカービングは、
VLAN、レイヤ 2、およびレイヤ 3ポートタイプの IPv4パケットを照合するために必要で
す。

•すべての出力QoS（IPv4、IPv6、およびMAC）TCAMリージョンは、シングル幅のe-qos-lite
リージョンを除き、ダブル幅です。

•ダブル幅の TCAMが設定されている場合、ポリシングアクションでは違反および非違反
統計情報がサポートされます。

•シングル幅のTCAM（e-qos-lite）が設定されている場合、ポリシングアクションが存在す
る場合、違反していない統計情報のみが報告されます。違反した統計情報は、qos-liteリー
ジョンの NAではなく常にゼロとして報告されます。ポリシングアクション（1R2Cまた
は 2R3C）は引き続き適切に適用されます。統計レポートのみが、違反のない統計に制限
されます。違反した統計情報を表示するには、代わりに通常の QoS TCAMを使用する必
要があります。

•オプションのキーワードが使用され、ポリシーが共有されている場合（該当する場合）、
統計情報は無効になります。no-stats

• Top-of-Rack（TOR）プラットフォームのALEアップリンクポートの出力QoSポリシーは
サポートされません。

•出力 QoSポリシーは、マーキング、ポリシング、および分類をサポートします。

出力パケットスケジューリングの出力分類は、100Gプラット
フォームでのみサポートされます。

（注）

QoS TCAMカービングの設定
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•出力 qosポリシーは、パケット長ベースの照合をサポートしません。

• set qos-groupコマンドは、出力 QoSポリシーに対してサポート対象外です。

ただし、このコマンドは、100Gインターフェイスに適用された出力QoSポリシーでサポー
トされます。set qos-group

•ポリシーマップの一致基準に応じて、関連する出力 QoS TCAMリージョン（e-qos,
e-mac-qos、e-ipv6-qos、egr-l2-qos、および egr-l3-vlan-qosなど）をデバイス内のエンド
ツーエンド QoS用に切り分ける必要があります。

•以前のイメージにダウングレードする前に、出力 QoS TCAMリージョンサイズを 0に設
定します。以前のイメージにダウングレードする前に、すべての出力 QoSポリシーを削
除します。

手順

目的コマンドまたはアクション

QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービングを有効
にするには、e-raclリージョンを指定してリソース

hardware access-list tcam region e-racl tcam-sizeステップ 1

を解放します。また、e-raclリージョンの縮小TCAM
サイズを指定します。

hardware access-list tcam region [ e-qos | e-qos-lite |
e-ip6-qos | e-mac-qos | egr-l2-qos | egr-l3-vlan-qos]

hardware access-list tcam region [e-qos | e-qos-lite |
e-ipv6-qos | e-mac-qos | egr-l2-qos | egr-l3-vlan-qos ]
tcam-size

ステップ 2

tcam-sizeコマンドは出力QoS (IPv4) TCAMリージョ

例： ンおよび TCAMサイズを指定します。egr-l2-qos |
egr-l3-vlan-qosオプションは、出力 QoS TCAMリーswitch(config)# hardware access-list tcam region

egr-l2-vlan-qos 256 ジョンと TCAMサイズを指定します。サイズが 256
Warning: Please reload all linecards for the の出力 QoS TCAMは、QoS TCAMがダブル幅であ

るため、512エントリを使用します。
configuration to take effect
switch(config)#

すべての出力 QoS（IPv4）TCAMリー
ジョンは、シングル幅の e-qos-liteリー
ジョンを除き、ダブル幅です。

（注）例：

switch(config)# hardware access-list tcam region
egr-l3-vlan-qos 256
Warning: Please reload all linecards for the
configuration to take effect
switch(config)#

テンプレートを使用した TCAMリージョンサイズの設定

テンプレートを使用したTCAMリージョンサイズの設定は、CiscoNexus9508スイッチ（NX-OS
7.0(3)F3(3)）ではサポートされません。

（注）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)l3(1)以降では、TCAMリージョンサイズを設定するカスタムテ
ンプレートを作成および適用することができます。

QoS TCAMカービングの設定
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TCAMテンプレートを適用すると、hardware access-list tcam regionコマンドは機能しません。
コマンドを使用するには、テンプレートをコミット解除する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware profile tcam resource template template-name ref-template {nfe | nfe2 | {l2-l3 |

l3}}
3. （任意） region tcam-size

4. exit
5. [no] hardware profile tcam resource service-template template-name

6. （任意） show hardware access-list tcam template {all | nfe | nfe2 | l2-l3 | l3 | template-name}
7. （任意） copy running-config startup-config
8. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ACLTCAMリージョンサイズを設定するテンプレー
トを作成します。

必須: [no] hardware profile tcam resource template
template-name ref-template {nfe | nfe2 | {l2-l3 | l3}}

例：

ステップ 2

nfe：Network Forwarding Engine（NFE）対応 Cisco
Nexus 9300および 9500シリーズ、3164Q、および

switch(config)# hardware profile tcam resource 31128PQデバイスのデフォルト TCAMテンプレー
ト。

template SR_MPLS_CARVE ref-template nfe2
switch(config-tcam-temp)#

nfe2：NFE2対応Cisco Nexus 9500シリーズ、3232C、
および 3264Qデバイスのデフォルト TCAMテンプ
レート。

l2-l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ
2およびレイヤ 3セキュリティ設定のデフォルト
TCAMテンプレート。

l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 3
設定のデフォルト TCAMテンプレート。レイヤ3
TCAMテンプレートは、Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチのデフォルトテンプレートです。

QoS TCAMカービングの設定
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目的コマンドまたはアクション

必要なTCAMリージョンとそのサイズをテンプレー
トに追加します。テンプレートに追加するリージョ

ンごとにこのコマンドを入力します。

（任意） region tcam-size

例：

switch(config-tcam-temp)# mpls 256

ステップ 3

TCAMテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

必須: exit

例：

ステップ 4

switch(config-tcam-temp)# exit
switch(config#)

すべてのラインカードおよびファブリックモジュー

ルにカスタムテンプレートを適用します。

必須: [no] hardware profile tcam resource
service-template template-name

例：

ステップ 5

switch(config)# hardware profile tcam resource
service-template SR_MPLS_CARVE

すべての TCAMテンプレートまたは特定のテンプ
レートの設定を表示します。

（任意） show hardware access-list tcam template {all
| nfe | nfe2 | l2-l3 | l3 | template-name}

例：

ステップ 6

switch(config)# show hardware access-list tcam
template SR_MPLS_CARVE

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイスがリロードされます。reload

例：

ステップ 8

この設定は、copy running-config
startup-config + reloadを入力した後にの
み有効になります。

（注）

switch(config)# reload

QoS TCAMカービングの確認
TCAMリージョンのサイズを調整した後、show hardware access-list tcam regionコマンドを入
力して、デバイスの次回リロード時に適用可能な TCAMサイズを表示します。

TCAMテンプレートの設定を表示するには、show hardware access-list tcam template {all | nfe |
nfe2 | l2-l3 | l3 | template-name}コマンドを使用します。定義：

• all：すべての TCAMテンプレートの設定を表示します。

QoS TCAMカービングの設定
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• nfe：Network Forwarding Engine（NFE）対応 Cisco Nexus 9300および 9500シリーズ、
3164Q、および 31128PQ出刃押すのデフォルト TCAMテンプレート。

• nfe2：NFE2対応Cisco Nexus 9500、3232C、および3264QデバイスのデフォルトTCAMテン
プレート。

• l2-l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ2からレイヤ3へのデフォルトのTCAM
テンプレート。

• l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ3設定のデフォルトTCAMテンプレート。

すべてのモジュールを同期した状態で維持するには、すべてのラインカードモジュールをリ

ロードするか、または copy running-config startup-configコマンドと reloadコマンドを入力し
てデバイスをリロードします。TCAMリージョン設定が複数であっても、リロードする必要が
あるのは1回だけです。TCAMリージョン設定がすべて完了するのを待ってから、デバイスを
リロードできます。

（注）

TCAMリージョンの設定時に、すべての TCAMリージョンの 4K入力制限を超えると、次の
メッセージが表示されます。

ERROR: Aggregate TCAM region configuration exceeded the available Ingress TCAM space.
Please re-configure.

特定の機能の TCAMが設定されていない状態で TCAMカービングを必要とする機能を適用し
ようとすると、次のメッセージが表示されます。

ERROR: Module x returned status: TCAM region is not configured. Please configure TCAM
region and retry the command.
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